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毎年 8 月 23、24 日に常光寺の境内で地蔵盆踊りが行われます。この常光寺の音頭は、室町時代に寺が再

建される際に木材を都から八尾まで運んできたときの掛け声、「木遣音頭」（きやりおんど）が元で出来たという伝

えがあります。この音頭は、古来ずっと「流し」「八尾の流し」と呼ばれていましたが、昭和初期にレコードに吹き込ま

れて世に出た時に、はじめて「河内音頭」という名があてられました。 

一方、こんにち皆様が「河内音頭」と聞いて思い浮かべるものは、ズンチャチャ、ズンチャチャといったスイング

調のリズムの河内音頭だと思われます。この音頭が始まったのは太平洋戦争直後からですが、その元節というべ

きものは、江戸時代からすでに伝わっていました。そこから現代までの変遷を順に並べると、①河内音頭の元節

（通称：交野節）②本来の河内音頭（歌亀節、亀一流）③先代の河内音頭（平野節）④現代の河内音頭（通称：

浪曲音頭）の４種類があることがわかります。 

「交野節」（かたのぶし）は、河内ノ国の北端にあった交野郡（かたのごおり）という郡内で発生しました。原則とし

て上の句が七・七、下の句が七・五・七・五の定型詩を唄う音頭で、「アーヤレコラセードッコイセー」などと囃しが

入ります。 

この交野節を改良した「歌亀節」が明治の中ごろに人気を博し、当時江州（滋賀県）から来た「江州音頭」と区

別するため、「河内音頭」と呼ばれるようになりました。これがいわば「本来の 

河内音頭」と言えるでしょう。 

その後大正年間に、大阪市平野の初音家太三郎らが、歌亀節を改良し 

た「平野節」を編み出します。これに昭和 20年代から浪曲の節が取り入れ 

られ、全国的に知られるようになりました。その後、昭和 30年代に入ると、 

エレキギターやシンセサイザーも加わり、アップテンポな音頭に変化。近年で 

はジャズやロックなどのアレンジもあり、河内音頭は進化し続けています。 

また、最近は河内家菊水丸さんのような河内音頭の音頭取りがマスコミに 

登場するなど、河内音頭は全国に大きな広がりを見せています。昨年の 

河内音頭まつりではギネス世界記録に挑戦し、見事成功をおさめたことも記 

憶に新しいですね。第 41回八尾河内音頭まつりは 9月 9日（日）に開催さ 

れます。ぜひ、河内音頭の辿ってきた歴史に思いをはせてみてください。 

 

 

 暦の上ではもう秋ですが、まだまだ暑い日が続きますね。 

今月の「シリーズ 図書館でめぐる郷土」では、「河内音頭」をご紹介します。 

一説によると、河内音頭の発祥地は八尾市本町にある常光寺だと言われており、8 月に開催される地

蔵盆踊りは、河内で最も古い盆踊り音頭だと伝えられています。 

一方、現代のスイング調のリズムの河内音頭は、江戸時代にその元節と言えるものが存在していまし

た。今回は、そんな河内音頭の歴史を紐解いて行きましょう！ 

 

Ryu’s Paper 
龍華図書館 

2018 年 9 月 1 日 

9 月号（隔月発行） 
 

Vol.７ 

『河内
か わ ち

音頭
お ん ど

』 

 

リュウズ ペーパー 

龍華図書館所蔵 参考資料 

 



 

 

 八尾市内の図書館では、ご家庭にある読まなくなった

本を随時、寄贈していただいています。 

寄贈していただいた本は市内の所蔵と貸出状況を調

べ、図書館の資料として受け入れるかを決定します。特

に八尾市や大阪府の郷土資料は、地域の財産として、大

切に保存させていただきます。 

ただし、漫画や雑誌、書き込 

みのあるものや傷みの激しいも 

の、教科書・参考書・全集など 

受け取ることができない資料も 

あります。なお受け取った本の 

取扱いは図書館に一任いただ 

き、お返しすることはできませんので、ご了承ください。 

詳しくはカウンターまでおたずねください。 

図書館の本として利用しなかった本は、年に一度、八

尾市内の図書館で開催する「本のリサイクルまつり」で活

用させていただきます。本のリサイクルまつりでは小説や

絵本だけでなく、料理書や旅行書など、たくさんの本が並

びます。話題の本や欲しかった本など、運命の出会いが

あるかもしれません！是非、足を運ばれてみてはいかが

でしょうか？ 

〒581-0056大阪府八尾市南太子堂 2-1-45 

TEL 072-922-8007 FAX 072-922-7057 

 ホームページ http:yao-ryugelib.jp/ 

 

読まなくなった本は図書館へ！ 

情報発信をしていますので、 

いいね！してください。 

9 月の Topics&Information 

-Topics -Information 講座のご案内 

本のリサイクルまつり 

八尾市立龍華図書館 指定管理者 株式会社図書館流通センター 発行・編集 

 「秋といえば」と訊かれると、みなさん何を思い浮かべますか？わたしはまず食欲 

の秋がきて、そのつぎに読書の秋がきます。食欲と読書欲が一気に満たせたら最高 

なのに…！という方にオススメするのはこちらの本。甘酸っぱい話やほっこりあたたか 

い話、そこに添えられるおいしそうなメニューの数々…。”食”と”物語”を一気に堪能で 

きる、贅沢な一冊になっております。 

ただし、とってもおなかが空くので、夜中に読むのは厳禁ですよ！ 

 

●日時… 2018年 9月 29日(土) 

●時間… 13：00～16：00 

●場所… 八尾図書館 

●対象… 14:00～ どなたでも 

 

 

    『図書館超活用術』 

     奥野 宣幸/著 

     朝日新聞出版/出版 

 

集中力、発想力、思考力、教養力を得るため

の全てが図書館にあった! 司書資格ももつ著者

が、図書館の活用法や、あまり知られていない

図書館の仕組みやサービス、使える図書館を探

すための 7つのチェックポイントを紹介する。 

【ＴＲＣマークより】 

13:00～14:00に入場するためには 

9月 15日 10:00から八尾図書館で配布される 

整理券が必要となります。 

「本のリサイクルまつり」についての詳細は、 

カウンターまでお問い合わせください！ 

 


